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研究成果の概要（和文）：マヤ文明とアステカ文明の考古学研究、植民地時代の歴史学研究、現代マヤ人の民族学研究
を総合化し、メソアメリカ文明の盛衰に関する基礎的かつ実証的な通時的データを提供・分析した。青山は、マヤ文明
のセイバル遺跡を発掘し、遺物を分析した。井関は、アステカ王国史を研究し、欧米やメキシコでアステカ文化に関連
する遺物と文献を調査した。井上は、植民地時代のナワ先住民の土地・景観認識を研究した。本谷は、メキシコや中米
においてグアテマラ産民芸品の売買状況を調査し、19世紀末から現在までのマヤ人の民族衣装の変遷過程を明らかにし
た。長谷川は、中央アメリカ南部の考古学研究の現状を把握し、最新のデータを収集した。

研究成果の概要（英文）：The goal of this project is to conduct a diachronic study on the Ancient Maya, the
 Aztecs, ethnohistory, and ethnography, related to environmental changes. Kazuo Aoyama carried out archaeo
logical investigations on the rise and fall of Maya civilization by means of stratigraphic excavations and
 artifact analysis from Ceibal, Guatemala. Mutsumi Izeki studied the Aztec Kingdom by means of archaeology
 and material culture. Yukitaka Inoue conducted historical study on the continuity and transformation of t
he landscape concept among the Nahua based on ethnohistorical documents. Yuko Honya carried out a diachron
ic study on the creation and transformation of a transnational Maya image and conducted ethnographic resea
rch on the modern Maya living in Guatemala, Mexico and the US, focusing on textiles as traditional craft p
roduction and touristic items. Etsuo Hasegawa conducted archaeological investigations in Nicaragua and col
lected new archeological data.
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様 式 Ｃ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 

１．研究開始当初の背景 
本研究は、メソアメリカを代表するマヤ文明とア
ステカ文明の考古学研究、植民地時代の歴史
学研究、現代マヤ人の民族学研究を総合化し、
環太平洋の環境文明史の文脈の中でメソアメリ
カ文明の盛衰に関する通時的データを提供・分
析する。諸外国でも、メソアメリカの考古学、歴史
学、民族学の研究は専門化・細分化され、各研
究分野の研究者間の交流がほとんどなく、国際
的な見地からも先進的な研究といえる。 
 
２．研究の目的 
マヤ文明とアステカ文明の考古学研究、植民
地時代の歴史学研究、現代マヤ人の民族学研
究を総合化し、メソアメリカ文明の盛衰に関
する基礎的かつ実証的な通時的データを提
供・分析する。 
 
３．研究の方法 
メソアメリカに関する実証的な通時的デー
タと計画研究 A01 の湖沼年稿堆積物による
高精度環境史復元と照らし合わせて、メソア
メリカの環境文明史を詳細に明らかにし、そ
の歴史的教訓と今日的意義を探求する。 
 
４．研究成果 
（1）青山は、マヤ文明のセイバル遺跡の神
殿ピラミッド跡と王宮の建造物跡などの層
位的発掘調査を実施し、出土した多様な遺物
の分析を完了し、マヤ文明の起源に関する英
文論文を米国の科学誌 Scienceに発表した。 
（2）井関は、アステカ王国史変遷の研究を
実施すると共に、欧米の博物館や文書館およ
びメキシコの博物館に所蔵のアステカ文化
に関連する遺物と文献を調査した。 
（3）井上は、メキシコへ出向いて文書館調
査と実地調査（踏査）を実施し、植民地時代
のナワ（アステカ）先住民の土地・景観認識
の研究を進めると同時に、国際シンポジウム
等でその成果の一部を発表した。 
（4）本谷は、メキシコにおける一大マヤ民
芸品市場であるカンクン、グアテマラのマヤ
民芸品市場アンティグアやチチカステナン
ゴなどにおいて、グアテマラ産民芸品の売買
状況に関する調査を実施した。さらに、米
国・ペンシルヴェニア大学博物館にて、19世
紀末から現在までのグアテマラのマヤ人の
民族衣装の変遷過程を明らかにすると共に、
ホンジュラス、グアテマラ、メキシコのマヤ
遺跡群にて、グアテマラ産民芸品の流通販売
状況を調査した。 
（5）長谷川は、文献による中央アメリカ南
部（ニカラグア、コスタリカ、パナマ）の考
古学調査、研究の現状を把握すると共に、現
地で出土遺構や遺物の最新のデータを収集
した。 
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